
も く じ

秋
田
県
五
城
目
町
で
は
5
0
0
年
を
越
え
て
朝
市

が
続
い
て
い
る
。
町
は
秋
田
市
と
能
代
市
の
ほ
ぼ
中

間
、
東
の
山
間
部
に
は
旧
阿
仁
町
が
あ
る
。
秋
田
は

県
都
、能
代
は
名
だ
た
る
木
材
の
集
積
地
、阿
仁
は
江

戸
か
ら
明
治
ま
で
銅
生
産
日
本
一
の
銅
山
の
町
だ
。

い
ず
れ
も
秋
田
県
北
を
支
え
る
中
核
的
地
域
で
、
五

城
目
町
は
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
約
30
㎞
の
地
に
あ
る
。
江

戸
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
馬
が
物
流
の
中
心
で
あ
っ

た
時
代
、30
㎞
は
丁
度
一
日
の
移
動
距
離
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
歴
史
的
、
地
理
的
背
景
が
、
室
町
時
代
に

起
源
を
も
つ
五
城
目
朝
市
を
産
み
、
5
0
0
年
を
越

え
る
命
脈
を
継
い
で
き
た
要
因
と
い
え
る
。

五
城
目
町
の
よ
う
に
内
陸
の
田
園
地
帯
で
、
こ
れ

ほ
ど
永
く
朝
市
が
続
い
て
い
る
の
は
珍
し
い
。
全
国

朝
市
サ
ミ
ッ
ト
協
議
会
に
参
加
す
る
国
内
15
の
朝
市

も
、
そ
の
大
半
が
港
町
や
観
光
地
だ
。
五
城
目
町
で

は
中
心
部
の
町
道
約
2
5
0
ｍ
（
朝
市
通
り
）
を
車

両
通
行
止
め
に
し
て
、
2
、
5
、
7
、
0
の
付
く
日

の
午
前
中
、
月
12
回
程
度
、
朝
市
が
開
か
れ
る
。
し

か
し
馬
か
ら
車
の
時
代
に
変
わ
り
、
秋
田
市
へ
の
買

い
物
流
出
、
隣
接
地
へ
の
大
規
模
小
売
店
の
立
地
な

ど
で
、
朝
市
へ
の
来
場
者
は
漸
減
、
出
店
者
の
高
齢

化
で
出
店
数
は
こ
の
25
年
間
で
8
割
ほ
ど
減
少
し
、

朝
市
通
り
の
商
店
も
店
じ
ま
い
が
続
く
。

こ
う
し
た
状
況
を
何
と
か
し
た
い
と
、
2
0
1
5

年
に
商
店
主
や
移
住
者
の
女
性
数
人
で
自
然
発
生

的
に
始
ま
っ
た
の
が
「
五
城
目
朝
市
わ
く
わ
く
盛

上
げ
隊
」
だ
。
町
も
支
援
し
、
翌
年
か
ら
は
定
例
朝

市
開
催
日
と
土
日
曜
日
が
重
な
る
日
に
、
月
に
2

回
「
ご
じ
ょ
う
め
朝
市
p
l
u
s
+
」
と
銘
打
っ
た

拡
大
朝
市
を
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
閉
校
し
た

小
学
校
を
活
用
す
る
町
地
域
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー

（
B
A
B
A
M
E 

B
A
S
E
）
の
協
力
も
あ
り
、
若

者
や
町
外
か
ら
の
出
店
も
増
え
た
。
こ
ど
も
た
ち
が

町
の
大
人
の
姿
を
見
る
機
会
、
多
様
な
人
が
出
会
え

る
場
、
出
店
者
と
買
い
物
客
、
客
同
士
の
話
が
は
ず

む
、
暮
ら
し
の
場
と
し
て
の
朝
市
の
復
活
が
垣
間
見

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

朝
市
な
ど
が
開
か
れ
、
病
院
や
郵
便
局
、
町
村
役

場
な
ど
公
共
性
の
高
い
機
能
が
集
ま
る
地
域
の
中
心

部
は
、
暮
ら
し
て
き
た
人
々
の
記
憶
や
思
い
出
が
詰

ま
っ
て
い
る
。
い
わ
ば
町
や
村
の
歴
史
的
、
文
化
的

遺
伝
子
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
空
間
だ
。
中
心
部
の
再

生
は
町
村
の
み
な
ら
ず
都
市
部
で
も
難
し
い
課
題
だ

が
、
高
齢
者
や
年
少
者
も
安
心
し
て
集
え
る
暮
ら
し

の
場
と
し
て
の
復
活
を
模
索
し
た
い
。
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今に続く朝市（秋田県五
ご

城
じょう

目
め

町
まち

）〔写真提供：五城目町〕

写真募集

表紙に掲載する写真を募集して
います。採用者には、図書カード
（３千円）を差し上げます。
写真には撮影者の住所、氏名及
び撮影場所・日時を明記して下
さい。
なお、採否は当方に一任願います。
送り先：全国町村会・広報部

写真キャプション

500年以上の歴史を持つ五城目朝市
は、町内からはもちろん近郊の能代市
からの出店者も多く、地元の野菜や山
菜、キノコや漬物など身近な産品が並
ぶ。月に十数回も開かれ、顔見知りの
出店者とお客、お客どうしの会話がは
ずみ、大規模小売店の売り場にはな
い魅力もあり、その素朴さがかえって
ツーリズムの対象となっている。

歴
史
あ
る
朝
市
を
現
代
に
活
か
す
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一
．
一
．��

孤
独
・
孤
立
対
策
の
推
進

孤
独
・
孤
立
対
策
の
推
進

（
孤
独
・
孤
立
対
策
と
は
）

今
般
、
単
身
世
帯
の
増
加
、
働
き
方
の

多
様
化
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
な
ど

社
会
構
造
の
変
化
に
よ
り
、家
族
や
地
域
、

会
社
な
ど
に
お
け
る
人
と
の「
つ
な
が
り
」

が
薄
く
な
り
、
誰
も
が
孤
独
・
孤
立
状
態

に
陥
り
や
す
い
状
況
に
加
え
て
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
契
機
に
社
会
環

境
が
変
化
し
、
孤
独
・
孤
立
の
問
題
が
顕

在
化
・
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

政
府
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
「
孤
独
・

孤
立
の
状
態
」
を
「
日
常
生
活
若
し
く
は

社
会
生
活
に
お
い
て
孤
独
を
覚
え
る
こ
と

に
よ
り
、
又
は
社
会
か
ら
孤
立
し
て
い
る

こ
と
に
よ
り
心
身
に
有
害
な
影
響
を
受
け

て
い
る
状
態
」
と
定
義
し
た
う
え
で
、「
孤

独
・
孤
立
の
状
態
に
あ
る
者
へ
の
支
援
」

に
と
ど
ま
ら
ず
、「
孤
独
・
孤
立
の
状
態

と
な
る
こ
と
の
予
防
」
も
含
め
て
「
孤
独
・

孤
立
対
策
」
と
位
置
付
け
、
あ
ら
ゆ
る
人

を
対
象
に
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
た

め
、「
孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
法
」（
以
下

「
法
」
と
い
う
。）
が
制
定
さ
れ
、
令
和
６

年
４
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

（
孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
法
）

法
の
基
本
理
念
（
第
２
条
第
１
号
）
に

お
い
て
、「
孤
独
・
孤
立
の
状
態
は
人
生

の
あ
ら
ゆ
る
段
階
に
お
い
て
何
人
に
も
生

じ
得
る
も
の
」
で
あ
り
、「
孤
独
・
孤
立

の
状
態
に
あ
る
者
の
問
題
が
社
会
全
体
の

課
題
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
に
、
社
会

の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
孤
独
・
孤
立

対
策
の
推
進
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
」
と
規
定
し
て
お
り
、
孤
独
・
孤
立
の

問
題
が
普
遍
的
な
課
題
で
あ
る
こ
と
を
宣

明
し
て
い
ま
す
。

こ
の
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
国
に
つ

い
て
は
、
孤
独
・
孤
立
対
策
に
関
す
る
施

策
の
策
定
・
実
施
の
責
務
を
有
す
る
も
の

（
法
第
３
条
）
と
さ
れ
、
地
方
公
共
団
体

に
つ
い
て
は
、
孤
独
・
孤
立
対
策
に
関
し
、

国
及
び
他
の
地
方
公
共
団
体
と
の
連
携
を

図
り
つ
つ
、
そ
の
区
域
内
に
お
け
る
当
事

者
等
の
状
況
に
応
じ
た
施
策
を
策
定
・
実

施
す
る
責
務
を
有
す
る
も
の（
法
第
４
条
）

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
規
定
に
よ
り
、

地
方
公
共
団
体
の
役
割
が
明
確
に
な
り
、

地
方
に
お
け
る
取
組
が
広
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

（
地
方
版
孤
独
・
孤
立
対
策
官
民
連
携
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）

孤
独
・
孤
立
の
問
題
に
対
し
て
は
行
政

単
独
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
支
援
機
関
単
独
で
は

対
応
が
困
難
な
実
態
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
国
に
お
い
て
は
、「
孤
独
・
孤
立
対
策

官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
設
立

し
、官
民
連
携
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
方
に
お
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
の
関
係
者
が
相
互
に
連
携
し
、
協

働
し
て
、
孤
独
・
孤
立
対
策
に
関
す
る
施

策
の
効
果
的
な
推
進
を
図
る
官
民
連
携
体

制
を
構
築
す
べ
く
、「
地
方
版
孤
独
・
孤

立
対
策
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

を
設
置
し
、
法
第
11
条
に
規
定
し
て
い
る

関
係
者
と
の
協
議
の
促
進
等
が
図
ら
れ
る

よ
う
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、「
地
方
版
孤
独
・
孤
立
対
策
官

民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
に
よ
る
主

な
取
組
と
し
て
は
、
例
え
ば
、

・�

孤
独
・
孤
立
の
実
態
把
握
や
取
組
方
針

の
策
定
、

・�

関
係
者
間
の
活
動
に
つ
い
て
の
情
報
共

有
、
相
互
啓
発
活
動
、

・�

関
係
者
で
連
携
し
た
当
事
者
等
へ
の
支

援
（
具
体
の
支
援
内
容
に
関
す
る
協
議

は
、
孤
独
・
孤
立
対
策
地
域
協
議
会
で

実
施
）
や
社
会
資
源
の
開
発
、

・
住
民
へ
の
情
報
発
信
、普
及
啓
発
活
動
、

・
人
材
確
保
・
育
成
の
た
め
の
研
修

な
ど
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
具
体
的
な
目
的
や
取
組
を
設

定
す
る
際
に
も
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

特
徴
で
あ
る
「
水
平
的
連
携
」
を
意
識
し

て
、
各
団
体
か
ら
み
た
問
題
意
識
の
共
有

や
、
と
も
に
対
応
す
べ
き
課
題
の
設
定
、

そ
の
解
決
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
と

い
っ
た
視
点
を
持
ち
、
参
画
す
る
関
係
機

孤独・孤立対策推進交付金の孤独・孤立対策推進交付金の
概要について概要について

内閣府孤独・孤立対策推進室内閣府孤独・孤立対策推進室

2026年（令和 8年） 6月29日　2第3364号
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関
等
と
議
論
し
な
が
ら
設
定
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

（
孤
独
・
孤
立
対
策
地
域
協
議
会
）

地
方
公
共
団
体
は
、
孤
独
・
孤
立
対
策

を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
連
携
及
び
協

働
を
図
る
た
め
、各
地
域
に
お
い
て
、個
々

の
当
事
者
等
へ
の
支
援
の
内
容
に
つ
い
て

協
議
す
る
、「
孤
独
・
孤
立
対
策
地
域
協

議
会
」
を
置
く
よ
う
努
め
る
も
の
（
法
第

15
条
第
１
項
、
第
16
条
第
１
項
）
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

な
お
、
地
域
協
議
会
の
設
置
・
運
営
や

当
事
者
へ
の
円
滑
な
支
援
、
個
人
情
報
の

取
扱
い
等
に
関
す
る
留
意
事
項
に
つ
い
て

は
、
令
和
６
年
２
月
に
発
出
し
て
い
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
照
願
い
ま
す
。

二
．
二
．��

孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
交
付
金

孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
交
付
金

に
つ
い
て

に
つ
い
て

（
交
付
金
の
創
設
に
つ
い
て
）

前
述
の
と
お
り
、
全
て
の
地
方
公
共
団

体
に
お
い
て
、
当
事
者
等
へ
の
支
援
を
行

う
関
係
者
の
連
携
・
行
動
の
促
進
を
図
る

「
地
方
版
孤
独
・
孤
立
対
策
官
民
連
携
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
や
個
別
支
援
の
協
議

の
場
で
あ
る
「
孤
独
・
孤
立
対
策
地
域
協

議
会
」
の
設
置
が
努
力
義
務
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
国
と
し
て
も
そ
の
支
援
を
行
う

べ
く
、
令
和
６
年
度
か
ら
「
孤
独
・
孤
立

対
策
推
進
交
付
金
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

な
お
、本
交
付
金
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
は
、

地
方
公
共
団
体
が
実
施
し
て
い
く
孤
独
・

孤
立
対
策
を
念
頭
に
置
き
、
次
の
よ
う
な

構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
１
　
地
方
版
孤
独
・
孤
立
対
策
官
民
連

携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
事
業
】

法
第
11
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
方
に

お
け
る
孤
独
・
孤
立
対
策
の
関
係
者
間
の

連
携
と
協
働
を
促
進
す
る
基
盤
と
し
て
、

地
方
版
孤
独
・
孤
立
対
策
官
民
連
携
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
す
る
も
の
で
、

具
体
的
に
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築

に
向
け
た
庁
内
の
関
係
部
局
と
の
調
整
会

議
の
開
催
や
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
立
上

げ
に
係
る
会
議
・
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
の
ほ

か
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
設
置
後
の
幹
事

会
等
の
開
催
な
ど
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
市
区
町
村
に
お
い
て
は
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
、
複
数
の
市
区
町
村
と
共

同
で
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
す
る
取

組
も
可
能
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
圏

域
」
で
の
事
業
実
施
も
念
頭
に
置
い
て
い

ま
す
。

【
２
　
孤
独
・
孤
立
対
策
関
連
事
業
】

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
孤
独
・
孤
立

対
策
の
め
ざ
す
姿
や
地
方
版
官
民
連
携
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
お
け
る
議
論
等
を
踏

ま
え
て
実
施
す
る
事
業
で
あ
り
、
以
下
の

よ
う
な
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①　

�

孤
独
・
孤
立
対
策
の
取
組
方
針
の
作

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

対
策
の
四
つ
の
柱
の
う
ち
、「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る
生

活
困
窮
者
等
へ
の
支
援
」
の
一
環
と
し
て

盛
り
込
ま
れ
た
の
が
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
た

め
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
拡
充
だ
。

21
年
度
補
正
予
算
で
計
上
し
た
画
を
作
成

し
、原
則
と
し
て
７
月
29
日
ま
で
に
提
出
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
国
が
各
自
治
体
の
交
付

限
度
額
の
範
囲
内
で
配
分
額
を
決
定
す

る
。国

の
第

国
の
第
３３
期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

の
策
定

の
策
定

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
と
し
て

措
置
し
た
臨
時
交
付
金
１
兆
円
の
う
ち
、

各
自
治
体
に
は
８
０
０
０
億
円
が
先
行
配

分
さ
れ
る
。
21
年
度
補
正
の
地
方
単
独
事

業
分
の
留
保
分
２
０
０
０
億
円
と
、
22
年

度
予
備
費
で
措
置
し
た
８
０
０
０
億
円
の

う
ち
６
０
０
０
億
円
を
活
用
す
る
形
と
な

る
予
定
。
こ
の
た
め
、
留
保
分
か
ら
の
２

０
０
０
億
円
は
、
地
方
単
独
事
業
分
と
同

様
の
扱
い
で
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
以
外
の
事
業
に
も
幅
広
く
活
用
可
能

孤独・孤立対策推進交付金（地地方方ににおおけけるる孤孤独独・・孤孤立立対対策策推推進進事事業業））

事業概要

⃝ 地方公共団体が行う官・民・NPO等の連携による孤独・孤立対策の推進への
支援として、地域の実情に応じて創意工夫した取組を後押し

⃝ 令和6年4月に孤独・孤立対策推進法が施行し、国・地方公共団体の責務、国民の理解・協力、関係者の連携・協力等が規定
され、当事者等への支援を行う関係者の連携・行動の促進を図る「地方版孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム」や当事
者等への支援の協議の場である地域協議会の設置が努力義務となったことから、交付金を創設し支援を実施

⃝ 本交付金を活用し、地方公共団体が実施する多様な主体による水平的な連携・協働体制の構築と地域の実情に応じた孤独・孤立
対策に関する各種取組への支援を行うことにより、地方における孤独・孤立対策を推進

事業内容 

［令和７年度補正予算額1.2億円、令和８年度当初予算額1.4億円の内数］

事業メニュー 交付金対象例

（１）
地方版孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム構築
事業

PF設置に向けた検討会・職員研修会の開催、PF幹事会
等の開催

（２）① 孤独・孤立対策の取組方針の作成 取組方針作成のための情報交換会、検討会の開催

（２）② 実態把握や地域資源の調査
孤独・孤立に関する住民向けアンケート調査、圏域内の
関連団体等の現況調査

（２）③ 関係者間の活動等に係る情報共有や相互啓発活動 PF加入団体職員の研修会・情報交換会・ワークショップ

（２）④ 住民への情報発信や普及啓発活動
孤独・孤立対策強化月間を含む住民向けシンポジウム・
講習会、広報動画の作成

（２）⑤ 人材確保・育成のための研修
孤独・孤立対策の相談窓口職員を対象としたスキルアッ
プのための研修会

（２）⑥ 孤独・孤立対策地域協議会の設置 地域協議会の開催

（２）⑦
相談体制の整備や居場所の設置、交流の機会の創出
など当事者等への支援

相談窓口の設置、チャットボットによる支援、居場所づ
くりへの取組

（２）⑧ ⑦の活動を行う団体への支援（いわゆる中間支援） NPO等の支援団体に対する補助

（２）⑨ 都道府県による管内市区町村の後方支援
都道府県による管内市区町村職員向けの孤独・孤立対
策に関する研修会

（２）⑩ その他内閣府が必要と認める取組 地方公共団体独自の取組による孤独・孤立対策の推進

対象経費

事業実施に必要な報酬、給料、職員手当等、保険料、諸謝金、旅費、
消耗品費、印刷製本費、会議費、通信運搬費、雑役務費、借料、委託費、

備品費、改修費（軽微なものに限る）、補助金

※交付金の交付対象とならない経費の詳細は公募事務連絡「６．交付金の対
象とならない経費」を参照

基準額（補助上限）

都道府県 市区町村

１都道府県につき
8,000千円
（4,000千円）

１市区町村につき
4,000千円

（3,000千円）

複数の市区町村（圏域）で実施
する場合
8,000千円

（6,000千円)

補助率

都道府県 市区町村

1/2 3/4
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成
（
取
組
例
：
取
組
方
針
作
成
の
た

め
の
情
報
交
換
会
、検
討
会
の
開
催
）

②　
�

実
態
把
握
や
地
域
資
源
の
調
査
（
取

組
例
：
孤
独
・
孤
立
に
関
す
る
住
民

向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
圏
域
内
の

関
連
団
体
等
の
現
況
調
査
、
調
査
結

果
の
分
析
）

③　

�

関
係
者
間
の
活
動
等
に
係
る
情
報
共

有
や
相
互
啓
発
活
動
（
取
組
例
：
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
加
入
団
体
職
員
の

研
修
会
・
情
報
交
換
会
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
）

④　

�

住
民
へ
の
情
報
発
信
や
普
及
啓
発
活

動
（
取
組
例
：
孤
独
・
孤
立
対
策
強

化
月
間
を
含
む
住
民
向
け
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
・
講
習
会
の
開
催
、
広
報
に
関

す
る
H
P
の
改
修
、
動
画
の
作
成
）

⑤　

�

人
材
確
保
・
育
成
の
た
め
の
研
修（
取

組
例
：
孤
独
・
孤
立
対
策
の
相
談
窓

口
職
員
を
対
象
と
し
た
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
の
た
め
の
研
修
会
や
地
域
に
お
け

る
担
い
手
養
成
講
座
の
開
催
）

⑥　

�

孤
独
・
孤
立
対
策
地
域
協
議
会
の
設

置（
取
組
例
：
地
域
協
議
会
の
開
催
）

⑦　

�

相
談
体
制
の
整
備
や
居
場
所
の
設

置
、
交
流
の
機
会
の
創
出
な
ど
当
事

者
等
へ
の
支
援
（
取
組
例
：
相
談
窓

口
の
設
置
、
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
に
よ

る
支
援
、居
場
所
づ
く
り
へ
の
取
組
）

⑧　

�

⑦
の
活
動
を
行
う
団
体
へ
の
支
援（
い

わ
ゆ
る
中
間
支
援
）（
取
組
例
：
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
の
支
援
団
体
に
対
す
る
補
助
）

⑨　

�

都
道
府
県
に
よ
る
管
内
市
区
町
村
の

後
方
支
援
（
取
組
例
：
都
道
府
県
に

よ
る
管
内
市
区
町
村
職
員
向
け
の
孤

独
・
孤
立
対
策
に
関
す
る
研
修
会
の

開
催
）

⑩　

�

そ
の
他
内
閣
府
が
必
要
と
認
め
る
取

組
（
取
組
例
：
地
方
公
共
団
体
独
自

の
取
組
に
よ
る
孤
独
・
孤
立
対
策
の

推
進
）

な
お
、
具
体
的
な
取
組
内
容
に
つ
い
て

は
、
前
述
の
法
の
趣
旨
か
ら
、
官
（
地
方

公
共
団
体
）
の
み
で
検
討
す
る
の
で
は
な

く
、
地
方
版
孤
独
・
孤
立
対
策
官
民
連
携

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
「
水
平
的
連
携
」

を
意
識
し
て
、
各
団
体
か
ら
み
た
問
題
意

識
の
共
有
や
、
と
も
に
対
応
す
べ
き
課
題

の
設
定
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
何
が
で
き

る
か
と
い
っ
た
視
点
を
持
ち
、
参
画
す
る

関
係
機
関
等
と
議
論
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
令
和
８
年
度

事
業
分
の
追
加
公
募
を
随
時
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
そ
の
活
用
を
ご
検
討
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

内
閣
府　

孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
室

電
話　

０
３-

３
５
８
１-

４
５
３
７

このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容については
取扱代理店（千里）までお問い合わせください。 ※この車両共済（保険）をご契約いただける方は、全国町村職員

　生活協同組合の自動車共済に加入されている方に限ります。

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

SJ23-05507（2023.8.1作成）

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパンの定める条件を満たす場合のみとなります。
　詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

●お見積りのご請求・お申込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

この車両共済（保険）は、町村生協の自動車
共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの
補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗
難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン株式会社

03-3519-7325
0120-731-087
（受付時間：祝日、年末年始を除く月～金　午前9時30分～午後5時）

FAX
TEL株式会社　千 里（取扱代理店）

〒100-0014  東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　https://www.chisato-ag.co.jp/

町村生協の自動車共済にご加入の皆さまなら！
●無事故による割引で新規から （保険料）割引％44

・ ご加入を希望するお車が町村生協の自動車共済で過去3年
        無事故の場合は、ノンフリート等級9等級からスタートします。 ・保険料分割払をご利用の場合は上記の集団扱年一括払の5%割引の適用はありません。

●集団扱年一括払による割引でさらに ％割引5
保険料分割払(12回）も選択可能です。

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
（一般自動車保険の車両保険）

2026年（令和 8年） 6月29日　4第3364号
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１
．
白
糠
町
の
沿
革

北
海
道
の
東
部
に
位
置
す
る
白
糠
町
は
、

太
平
洋
の
豊
か
な
海
と
、
町
の
約
83
％
を
占

め
る
広
大
な
森
林
に
囲
ま
れ
た
「
食
材
の
宝

庫
」
と
し
て
知
ら
れ
る
ま
ち
で
す
。
地
名
の

由
来
は
ア
イ
ヌ
語
の
「
シ
ラ
リ
・
カ
（
岩
磯

の
ほ
と
り
）」
に
あ
り
、
そ
の
名
の
通
り
、

荒
波
が
寄
せ
る
美
し
い
海
岸
線
と
豊
か
な

山
々
が
織
り
な
す
自
然
環
境
が
大
き
な
魅
力

で
す
。

こ
の
恵
ま
れ
た
自
然
を
背
景
に
、
白
糠
町

で
は
農
業
、
漁
業
、
林
産
業
と
い
っ
た
第
一

次
産
業
が
盛
ん
で
す
。
漁
業
に
お
い
て
は
、

暖
流
と
寒
流
が
交
わ
る
絶
好
の
漁
場
を
持

ち
、
一
年
を
通
じ
て
多
種
多
様
な
海
産
物
が

水
揚
げ
さ
れ
ま
す
。
特
に「
秋
サ
ケ
」や「
柳

だ
こ
」、「
灯
台
つ
ぶ
」、「
毛
が
に
」
な
ど
は

全
国
的
に
も
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
、
豊

洲
市
場
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
全
国
へ
と
出

荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
し
し
ゃ
も
の
産

地
と
し
て
も
有
名
で
、
そ
の
質
の
高
さ
は
折

り
紙
付
き
で
す
。

陸
の
恵
み
も
多
彩
で
、
特
に
全
国
的
な
知

名
度
を
誇
る
し
そ
焼
酎
「
鍛た
ん

高た
か

譚た
ん

」
の
原
料

と
な
る
赤
し
そ
は
、
町
内
の
鍛
高
地
区
で
丹

精
込
め
て
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
９
月
の
収

穫
前
に
は
一
面
に
紫
色
の
絨
毯
が
広
が
る
美

し
い
風
景
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
酪
農
も
盛
ん
で
、「
白
糠
酪
恵
舎
」
が

手
掛
け
る
本
格
的
な
イ
タ
リ
ア
ン
チ
ー
ズ

は
、
本
場
イ
タ
リ
ア
の
人
々
も
認
め
る
深
い

味
わ
い
が
特
徴
で
す
。
広
大
な
土
地
を
活
か

し
た
め
ん
羊
で
は
、
臭
み
が
少
な
く
柔
ら
か

な
ラ
ム
肉
が
生
産
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
日

▲岬の森東山公園から望む、白糠の街並みと太平洋

北海道
白糠町

白し
ら

糠ぬ
か

町ち
ょ
う

北
海
道

地
産
地
消
型
防
災
か
ら
広
域
連
携
ま
で
　

白
糠
町
の
防
災
・
減
災
対
策
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本
で
も
有
数
の
生
息
地
で
林
業
被
害
に
苦
慮

し
て
い
た
エ
ゾ
鹿
に
つ
い
て
は
熟
練
の
ハ
ン

タ
ー
が
仕
留
め
た
個
体
を
、
徹
底
し
た
衛
生

管
理
の
も
と
で
高
級
食
材
に
生
ま
れ
変
わ
ら

せ
る
な
ど
、
白
糠
な
ら
で
は
の
山
の
幸
を
存

分
に
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

観
光
面
で
は
、
２
０
２
５
年
４
月
、
国
道

38
号
沿
い
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た

道
の
駅「
し
ら
ぬ
か
恋こ
い

問と
い

館
」が
拠
点
と
な
っ

て
お
り
、こ
こ
で
特
産
の
海
産
物
や
チ
ー
ズ
、

お
土
産
品
を
購
入
で
き
る
ほ
か
、名
物
の「
こ

の
豚
丼
」
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
近

年
で
は
「
子
育
て
応
援
日
本
一
の
ま
ち
」
を

め
ざ
し
て
策
定
し
た
子
育
て
支
援
策
や
、
移

住
定
住
を
促
進
す
る
町
有
地
の
無
償
提
供
、

最
大
７
５
０
万
円
の
定
住
奨
励
助
成
金
の
創

設
な
ど
、
各
種
施
策
を
充
実
さ
せ
て
お
り
、

豊
か
な
自
然
と
食
、
そ
し
て
温
か
な
暮
ら
し

が
共
存
す
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

２
．�

本
町
が
進
め
る
防
災
・
減
災�

対
策

本
町
は
、
太
平
洋
に
面
し
た
地
理
的
条
件

か
ら
、
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い
の
巨
大

地
震
に
伴
う
最
大
16
メ
ー
ト
ル
超
の
津
波
リ

ス
ク
を
抱
え
て
い
ま
す
。
こ
の
脅
威
に
対
し

本
町
で
は
、
地
元
企
業
と
の
防
災
ベ
ッ
ド
共

同
開
発
、
要
援
護
者
支
援
、
広
域
連
携
、
津

波
避
難
タ
ワ
ー
の
整
備
な
ど
、ソ
フ
ト
・
ハ
ー

ド
両
面
か
ら
の
防
災
・
減
災
対
策
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

３
．�

地
元
企
業
「
札
鶴
ベ
ニ
ヤ
」
と

共
同
開
発
し
た
合
板
製
「
避
難

所
用
防
災
ベ
ッ
ド
」

避
難
所
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

本
町
で
は
地
元
の
合
板
製
造
企
業
で
あ
る
札

鶴
ベ
ニ
ヤ
㈱
と
共
同
し
、ベ
ニ
ヤ
板
（
合
板
）

製
の
「
避
難
所
用
防
災
ベ
ッ
ド
」
を
開
発
し

ま
し
た
。

こ
の
取
組
は
、
単
な
る
物
資
の
備
蓄
に
と

ど
ま
ら
ず
、
地
域
の
産
業
力
を
防
災
に
直
結

さ
せ
た
「
地
産
地
消
型
防
災
」
の
モ
デ
ル
に

成
り
得
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
を
経
て
、
避

難
所
の
床
か
ら
の
冷
気
を
防
ぎ
、
エ
コ
ノ

ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
を
予
防
す
る
「
簡
易

ベ
ッ
ド
」
の
重
要
性
が
広
く
認
知
さ
れ
ま
し

た
。
一
般
的
に
は
段
ボ
ー
ル
製
が
普
及
し
て

い
ま
す
が
、
本
町
で
は
、
積
雪
寒
冷
地
で
の

長
期
避
難
の
対
応
、
避
難
者
の
睡
眠
ス
ト
レ

ス
を
減
ら
し
、
貴
重
品
な
ど
を
人
目
に
さ
ら

さ
な
い
手
法
の
検
討
、
避
難
生
活
の
長
期
化

で
強
度
を
保
て
な
く
な
る
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド

へ
の
危
惧
な
ど
を
想
定
し
、
よ
り
堅
牢
で
衛

生
的
な
素
材
を
求
め
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
国
内
屈
指
の
合
板
製
造
技
術
を

持
つ
地
元
企
業
の
札
鶴
ベ
ニ
ヤ
㈱
と
協
力

し
、「
木
（
合
板
）
な
ら
で
は
の
強
み
」
を

活
か
し
た
ベ
ッ
ド
の
開
発
を
依
頼
し
ま
し

た
。こ

の
防
災
ベ
ッ
ド
は
、
針
葉
樹
の
構
造
用

合
板
を
使
用
し
て
お
り
、
段
ボ
ー
ル
製
に
比

べ
て
湿
気
や
水
分
に
強
く
、
冬
場
の
結
露
や

濡
れ
た
衣
服
で
の
使
用
で
も
強
度
が

低
下
し
ま
せ
ん
。
幾
度
と
な
く
試
行

を
重
ね
、
強
度
を
保
ち
な
が
ら
５
・

５
㎜
ま
で
合
板
を
薄
く
す
る
こ
と
に

成
功
し
、
大
柄
な
大
人
で
も
安
心
し

て
横
に
な
れ
る
安
定
感
が
あ
り
ま

す
。複

雑
な
工
具
は
一
切
使
用
せ
ず
、

板
を
組
み
合
わ
せ
る
だ
け
の
「
は
め

込
み
式
」
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
な
が

ら
５
分
程
度
で
組
み
上
げ
る
こ
と
が

で
き
、
発
災
直
後
の
混
乱
し
た
避
難

所
で
も
、
迅
速
に
設
置
で
き
る
よ
う

配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
ベ
ッ
ド
の
高

さ
は
高
齢
者
が
立
ち
上
が
り
や
す

く
、
膝
へ
の
負
担
が
少
な
い
約
40
㎝

の
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
に

基
づ
く
数
値
に
設
定
さ
れ
て
お
り
、

ベ
ッ
ド
の
天
板
の
下
は
中
空
構
造
に

な
っ
て
い
て
、
限
ら
れ
た
避
難
ス

ペ
ー
ス
の
中
で
、
個
人
の
荷
物
や
貴

重
品
な
ど
を
保
管
す
る
こ
と
が
可
能

で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
こ
と
で

安
心
感
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
従
来
の
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド

と
比
べ
て
も
ほ
ぼ
同
重
量
の
う
え

に
、
大
き
さ
は
約
半
分
程
度
で
、
平

積
み
も
可
能
な
た
め
、
保
管
す
る
際

の
備
蓄
庫
等
の
ス
ペ
ー
ス
も
確
保
で

き
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
ヘ
ッ
ド
ボ
ー
ド

や
サ
イ
ド
パ
ネ
ル
を
高
く
設
計
し
た

り
、
オ
プ
シ
ョ
ン
の
パ
ー
テ
ー
シ
ョ

▲内部の収納 ▲防災ベッド
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ン
を
組
み
合
わ
せ
た
り
す
る
こ
と
で
、
周
囲

の
視
線
を
遮
り
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
を
確

保
す
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
町
で
は
こ
の
防
災
ベ
ッ
ド
を
、「
株
式

会
社
町
お
こ
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
な
ど
、
本
町

の
取
組
に
理
解
を
頂
け
た
事
業
者
か
ら
の
寄

贈
を
通
じ
て
着
々
と
配
備
を
進
め
て
お
り
、

ハ
ー
ド
面
の
整
備
と
並
行
し
て
、「
避
難
所

生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）」
を
支
え
る
仕
組
み

を
整
え
て
い
ま
す
。

４
．�

独
自
施
策「
ふ
れ
あ
い
連
絡
票
」

に
よ
る
要
援
護
者
支
援

白
糠
町
が
全
国
に
先
駆
け
て
展
開
を
し
て

い
る
独
自
の
取
組
が
、「
ふ
れ
あ
い
連
絡
票

（
災
害
時
要
援
護
者
支
援
シ
ス
テ
ム
）」
の
活

用
で
す
。
こ
れ
は
、
災
害
時
に
自
力
で
の
避

難
が
困
難
な
高
齢
者
や
障
が
い
者
（
避
難
行

動
要
支
援
者
）
の
情
報
を
あ
ら
か
じ
め
登
録

し
て
お
く
制
度
で
す
。

ふ
れ
あ
い
連
絡
票
に
は
、
町
内
居
住
者
で

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者

夫
婦
世
帯
、
障
が
い
者
、
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
方
を
対
象
と
し
、
現
在
約
２
０
０

０
人
を
登
録
し
て
い
ま
す
。
本
人
の
同
意
を

得
た
う
え
で
、
消
防
や
警
察
、
町
内
会
、
民

生
委
員
な
ど
の
関
係
機
関
な
ど
に
情
報
提
供

し
、
地
域
全
体
で
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、

共
助
の
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
担
当
者
が

毎
年
登
録
さ
れ
て
い
る
世
帯
を
訪
問
し
、
名

簿
情
報
を
常
に
最
新
の
状
態
に
保
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
登
録
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
地
理
情

報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
と
連
動
し
て
お
り
、

登
録
者
の
災
害
発
生
時
の
避
難
場
所
や
避
難

所
な
ど
防
災
情
報
も
瞬
時
に
パ
ソ
コ
ン
上
で

表
示
す
る
こ
と
が
可
能
で
、避
難
先
の
特
定
、

安
否
確
認
が
飛
躍
的
に
迅
速
化
さ
れ
ま
す
。

白
糠
町
で
は
「
ふ
れ
あ
い
連
絡
票
」
を
国

が
各
自
治
体
に
作
成
を
促
し
て
い
る
個
別
避

難
計
画
と
し
て
代
用
し
て
お
り
、
災
害
時
の

迅
速
な
避
難
行
動
や
地
域
の
助
け
合
い
の
意

識
や
防
災
意
識
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
ま

す
。

５
．�

多
様
な
「
災
害
支
援
協
定
」
に

よ
る
広
域
連
携

大
規
模
災
害
時
に
単
独
自
治
体
で
の
対
応

に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
は
自
明
の
理
で
あ

り
、
他
の
先
進
自
治
体
と
同
様
に
本
町
で
も

多
様
な
企
業
・
団
体
等
と
「
災
害
支
援
協
定
」

を
締
結
し
、
応
急
対
応
能
力
を
強
化
し
て
い

ま
す
。

２
０
１
３
年
に
北
海
道
内
で
は
希
少
な
事

例
と
し
て
、
十
勝
振
興
局
管
内
の
本
別
町
と

防
災
関
連
を
含
め
た
包
括
協
定
を
締
結
し
、

振
興
局
を
跨
い
だ
防
災
訓
練
や
事
業
等
を
相

互
に
協
力
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
５
年
に
は
、
国
内
外
で
災
害
支
援

を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ピ
ー
ス
ウ
ィ
ン
ズ
・

ジ
ャ
パ
ン
様
と
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
、発
災
直
後
の
「
超
急
性
期
」

に
お
け
る
医
師
の
派
遣
や
、
陸
・
海
・
空
を

避難所の必需品

工具無し約５分で簡単組立！

白糠町の防災部署が共同開発！

問合先札鶴ベニヤ株式会社 恋問工場
〒 北海道白糠町恋問６丁目１ ７ ☎ 01547-5-2136

㎝㎝㎝㎝

㎝㎝

大大人人６６人人
乗乗っっててもも
大大丈丈夫夫！！

避難所用防災ベッド

土土台台はは４４つつのの収収納納空空間間
ににでできき、、荷荷物物でで通通路路をを
塞塞ががずず避避難難所所空空間間をを
有有効効活活用用

大大量量のの
収収納納ススペペーースス

２２

空空きき箱箱ををヘヘッッドドボボーー
ドド、、付付属属のの波波型型段段ボボーー
ルルシシーートトでで視視線線カカッットト
フフェェルルトト製製ののククッッシショョ
ンン材材敷敷布布のの長長いい部部分分はは
折折りりたたたたんんでで枕枕代代わわりり

ププラライイベベーートト
空空間間のの確確保保

１１

合合板板製製ななののでで湿湿気気をを吸吸
っっててもも強強度度はは変変わわらら
ずず、、暖暖房房にによよるる結結露露にに
もも安安心心
長長期期のの避避難難生生活活ににもも耐耐
ええ、、リリユユーーススがが可可能能

環環境境にに優優ししいい３３

従従来来のの段段ボボーールルベベッッドド
とと比比べべてて省省ススペペーースス梱梱
包包でですす
重重ささはは同同等等、、大大ききささはは
半半分分、、平平積積みみもも可可能能でで
備備蓄蓄庫庫をを有有効効活活用用

備備蓄蓄ししややすすいい４４

【【睡睡眠眠改改善善】】足足音音やや振振動動をを和和ららげげまますす

【【寒寒冷冷対対策策】】床床のの冷冷気気をを和和ららげげまますす

【【感感染染症症防防止止】】床床かからら舞舞うう埃埃やや塵塵をを吸吸

いい込込みみににくくいい

床床でで寝寝るるよよりり快快適適
避避難難所所のの健健康康にに配配慮慮！！

★★

㎝㎝

㎝㎝

㎝㎝

★★白糠町危機対策部危機対策課 ☎01547-2-2171)

合板製
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活
用
し
た
物
資
輸
送
・
救
助
活
動
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に

も
、
官
民
を
超
え
た
あ
ら
ゆ
る
連
携

に
よ
り
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
早
期
復

旧
や
物
資
供
給
、
避
難
者
の
収
容
な

ど
、
分
野
ご
と
に
各
種
団
体
と
協
定

を
交
わ
し
て
い
ま
す
。

６
．�

命
を
守
る
「
津
波
避
難

タ
ワ
ー
」
と
「
津
波
救

命
艇
」

白
糠
町
の
津
波
避
難
対
策
と
し

て
、「
20
分
以
内
に
高
台
避
難
」
を

掲
げ
、
高
台
に
津
波
指
定
避
難
場
所

を
整
備
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
今

般
の
「
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺

海
溝
型
地
震
に
係
る
被
害
想
定
」
の

結
果
、
厳
冬
期
や
夜
間
の
避
難
に
お

い
て
、
特
に
避
難
行
動
要
支
援
者
が

20
分
以
内
に
高
台
へ
避
難
す
る
こ
と

が
困
難
な
地
域
の
存
在
が
浮
き
彫
り

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
、
こ
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め

の
施
設
整
備
も
進
ん
で
い
ま
す
。

津
波
避
難
タ
ワ
ー
（
白
糠
地
区
・

西
庶
路
地
区
）
は
、
２
０
２
５
年
７

月
、
白
糠
地
区
（
収
容
２
１
０
人
）

と
西
庶
路
地
区
（
収
容
１
２
７
人
）

の
２
カ
所
に
建
設
し
ま
し
た
。
積
雪

寒
冷
地
で
あ
る
本
町
で
は
、
避
難
室

に
つ
い
て
は
風
雪
を
凌
げ
る
構
造
と

し
、
緊
急
用
発
電
機
や
ス
ト
ー
ブ
な

ど
寒
さ
か
ら
身
を
守
る
備
蓄
品
を
数

多
く
配
備
す
る
こ
と
で
、
北
海
道
の
厳
し
い

冬
季
の
災
害
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
な
手
立

て
を
講
じ
て
い
ま
す
。
平
常
時
は
防
犯
上
、

施
錠
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
震
度
５
弱
以
上

の
揺
れ
を
感
知
す
る
と
キ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が
自

動
で
開
錠
さ
れ
る
仕
組
み
を
採
用
し
た
ほ

か
、
４
桁
の
ダ
イ
ヤ
ル
番
号
に
よ
る
開
錠
も

可
能
で
、
複
数
の
開
錠
手
段
に
よ
り
、
津
波

警
報
等
発
表
の
際
は
ス
ム
ー
ズ
に
避
難
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
庶
路
地
域
の
恋こ
い

問と
い

地
区
の
集
会
所

に
は
、
25
人
乗
り
の
「
津
波
救
命
艇
」
を
配

備
し
ま
し
た
。
救
命
艇
に
は
、
恋
問
地
区
の

災
害
弱
者
と
介
助
者
の
全
員
が
乗
船
可
能
な

大
き
さ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
救
命
艇
は
全
長

約
８
・
７
メ
ー
ト
ル
の
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
で
、
船
内
に
海
水
が
入
ら
な
い
構
造
に

な
っ
て
お
り
、
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
に
巻
き

込
ま
れ
て
も
海
面
を
漂
い
な
が
ら
、
救
命
艇

内
に
整
備
し
て
い
る
衛
星
イ
ー
パ
ブ
に
よ
り

位
置
情
報
を
発
信
し
、
救
助
を
待
つ
こ
と
が

可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
当
初
は
こ
の
地

区
に
も
避
難
タ
ワ
ー
を
建
設
す
る
案
が
あ
り

ま
し
た
が
、
避
難
タ
ワ
ー
を
上
る
こ
と
が
困

難
な
高
齢
者
か
ら
救
命
艇
を
望
む
声
が
あ

り
、
そ
の
声
を
受
け
て
整
備
を
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

現
在
の
取
組
と
し
て
は
、
現
行
の
役
場
庁

舎
が
建
設
か
ら
40
年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と

や
、
津
波
浸
水
域
内
に
立
地
を
し
て
い
る
た

め
、
大
規
模
災
害
時
の
応
急
復
旧
対
応
に
支

障
を
き
た
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
災

害
対
策
本
部
を
迅
速
に
立
ち
上
げ
、
発
災
直

後
の
応
急
対
応
か
ら
復
興
活
動
に
至
る
ま
で

の
司
令
塔
機
能
を
確
保
す
る
た
め
の
「
防
災

拠
点
施
設
」
の
整
備
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

（第三種郵便物認可） 町 村 週 報 2023年（令和 5年） 0月00日　11第0000号

活用してみませんか？町村専用ページ「町村 .com」
 https://www.zck.or.jp/choson/

「町村.com」では、全国町村会の活動状況や中央省庁等の政策情報を随時提供しています。ぜひご活用ください。

　「町村.com」は、町村関係者の方だけがご利
用いただける専用ページです。
　ログイン時のユーザー名とパスワードは、各町
村にお知らせ（平成 18 年 9 月 27 日付）してお
ります。 お問い合わせは、全国町村会広報部

（kouhou@zck.or.jp）までお願いいたします。
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▲本別町との防災共同訓練の様子 ▲ピースウィンズ・ジャパンとの共同訓練の様子

▲白糠地区に建設した津波避難タワー

▲避難タワーを活用した避難訓練
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７
．
最
後
に

本
町
が
進
め
る
こ
れ
ら
の
防
災
・

減
災
対
策
は
、
単
な
る
施
設
整
備
や

制
度
構
築
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
地
域

全
体
で
命
を
守
る
」
と
い
う
強
い
意

思
に
も
と
づ
い
た
総
合
的
な
取
組
で

す
。
地
元
企
業
と
の
連
携
に
よ
る
実

効
性
の
高
い
備
え
、
要
援
護
者
一
人

一
人
に
寄
り
添
う
支
援
体
制
、
そ
し

て
広
域
的
な
連
携
に
よ
る
対
応
力
の

強
化
は
、
い
ず
れ
も
現
実
の
災
害
を
見
据
え

た
実
践
的
な
施
策
で
す
。
今
後
整
備
を
進
め

る
防
災
拠
点
施
設
を
核
と
し
て
、
発
災
直
後

か
ら
復
旧
・
復
興
に
至
る
ま
で
切
れ
目
の
な

い
対
応
体
制
を
確
立
し
、
ど
の
よ
う
な
状
況

下
に
お
い
て
も
迅
速
か
つ
的
確
に
行
動
で
き

る
ま
ち
を
め
ざ
し
、
住
民
、
地
域
、
関
係
機

関
が
一
体
と
な
っ
た
持
続
可
能
で
強
靱
な
ま

ち
づ
く
り
を
着
実
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

�

危
機
対
策
部　

危
機
対
策
課
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「町村.com」では、全国町村会の活動状況や中央省庁等の政策情報を随時提供しています。ぜひご活用ください。

　「町村.com」は、町村関係者の方だけがご利
用いただける専用ページです。
　ログイン時のユーザー名とパスワードは、各町
村にお知らせ（平成 18 年 9 月 27 日付）してお
ります。 お問い合わせは、全国町村会広報部

（kouhou@zck.or.jp）までお願いいたします。
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▲実際の津波救命艇での避難訓練の様子 ▲恋問地区に配備した津波救命艇

新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴

　

千
葉
県
町
村
会
は
令
和
８
年
６

月
２
日
の
第
１
回
定
例
会
で
次
の

通
り
会
長
を
選
出
し
た
。

�
（
６
月
３
日
就
任
）

千
葉
県
町
村
会
長

山
武
郡
横
芝
光
町
長佐

藤
　
晴
彦

昭
和
32
年
３
月
17
日
生

【
町
村
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】
５
回

【
町
村
長
に
就
任
す
る
ま
で
の
経
歴
】

▽
平
成
7
年
5
月
1
日
～
15
年
４
月
30

日
横
芝
光
町
議
会
議
員
▽
平
成
18
年
４

月
23
日
横
芝
光
町
長
就
任

【
町
村
会
関
係
の
経
歴
】

▽
平
成
27
年
11
月
10
日
監
事
▽
令
和
元

年
５
月
30
日
事
業
委
員
長
・
理
事
▽
令

和
４
年
２
月
16
日
総
務
委
員
長
・
理
事

▽
令
和
８
年
２
月
13
日
副
会
長

【
主
な
業
績
】

▽
子
供
医
療
費
無
料
化
▽
給
食
無
料
化

▽
Ｊ
Ｒ
横
芝
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
改
修

【
趣
味
】
ゴ
ル
フ　

カ
ラ
オ
ケ

【
家
族
】
妻
、
子
（
１
男
１
女
）
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2026年（令和 8年） 6月29日　10第3364号 町 村 週 報（第三種郵便物認可）

お
き
よ
め
っ
ち

お
き
よ
め
っ
ち

ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　

埼
玉
県
の
北
西
部
に
位
置
す
る
美
里
町
は
、

南
部
の
山
間
地
帯
と
中
央
以
北
の
平
坦
地
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
養
蚕
業
の
衰
退
に
よ
っ

て
遊
休
農
地
と
な
っ
た
桑
畑
で
果
樹
を
育
て

る
よ
う
に
な
り
、
中
で
も
美
里
町
の
気
候
に

あ
っ
た「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
」の
生
育
が
良
好
だ
っ

た
こ
と
か
ら
、
美
里
町
は
国
内
有
数
の
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
産
地
と
な
り
ま
し
た
。
収
穫
体
験
等

が
で
き
る
観
光
農
園
も
複
数
展
開
し
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
」
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
「
ミ
ム
リ
ン
」
で
す
。

デ
ザ
イ
ン
公
募
の
結
果
、
全
国
か
ら
の
応
募

総
数
3
4
7
作
品
の
中
か
ら
投
票
で
デ
ザ
イ

ン
が
決
定
し
、
名
称
の
公
募
1
5
3
作
品
を

厳
選
し
、
独
自
性
・
親
し
み
や
す
さ
・
町
と
の

関
連
性
を
考
慮
し
て
、
2
0
0
9
年
に
「
ミ
ム

リ
ン
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
町
民
の
健
康
増
進

の
た
め
の
「
ミ
ム
リ
ン
体
操
」
の
ほ
か
、
町
内

の
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
で
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
2
6
年
に
誕
生
70
周
年
を
迎
え
る
天

龍
村
は
、
長
野
県
南
端
に
位
置
し
、
村
の
中

心
部
を
南
北
に
流
れ
る
天
竜
川
と
そ
の
支
流

が
造
る
V
字
渓
谷
の
中
に
集
落
が
点
在
す
る

村
で
す
。
県
下
で
最
も
温
暖
な
地
域
で
、“
信

州
に
春
を
告
げ
る
村
”
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
2
0
0
6
年
に
公
募
に
よ
り
誕
生
し
た

「
お
き
よ
め
っ
ち
」
は
、
毎
年
1
月
4
日
に
坂

部
地
区
で
開
催
さ
れ
る
「
坂
部
の
冬
祭
り
」

に
登
場
す
る
鬼
（
た
い
き
り
面
）
の
子
ど
も

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
す
。

手
に
持
っ
て
い
る
の
は
、
向
方
地
区
で
毎
年

1
月
3
日
に
開
催
さ
れ
る
「
お
潔
め
祭
り
」

の
舞
で
使
う
剣
と
扇
で
、
村
の
温
泉
施
設
「
お

き
よ
め
の
湯
」
に
ち
な
み
、
温
泉
マ
ー
ク
が

入
っ
た
腹
掛
け
を
つ
け
て
い
ま
す
。
2
0
1
1

年
11
月
の
村
文
化
祭
で
着
ぐ
る
み
が
お
披
露

目
さ
れ
て
か
ら
は
人
気
も
上
昇
し
、「
ゆ
る

キ
ャ
ラ
ト
レ
カ
」
や
フ
ィ
ン
ガ
ー
パ
ペ
ッ
ト

等
の
グ
ッ
ズ
が
販
売
さ
れ
る
ほ
ど
、
多
く
の

方
々
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

1994年5月15日に秩父別町4101番地（役
場）で産声を上げる。愛くるしい笑顔が
トレードマーク。秩父別町で生まれ育て
てもらったことに恩義を感じており、そ
の恩返しにと町のPR活動に励んでいる。

おだやかでのんびり屋な性格。つぶらな瞳
とかわいい尻尾がチャームポイント。特技
は、願いを書いたハチマキを頭に巻いて、
みんなの夢を応援すること。

おちゃめで元気いっぱいな鬼の子。つ
ぶらな瞳がチャームポイントで、子ど
もたちにも大人気。「坂部の冬祭り」
同様、天龍村の霜月神楽のひとつ「お
潔め祭り」から名付けられた「おきよ
めの湯」のマスコットキャラクター。

　

石
狩
平
野
北
端
に
位
置
す
る
秩
父
別
町
は
、

明
治
時
代
に
開
拓
さ
れ
た
道
内
有
数
の
米
ど

こ
ろ
で
す
。
町
の
開
基
1
0
0
年
に
あ
た
る

1
9
9
4
年
に
誕
生
し
た
「
チ
ー
ベ
ル
く
ん
」

は
、
町
内
の
時
報
を
知
ら
せ
る
「
鐘
」
を
模

し
た
ハ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
、
そ
の
ハ
ッ
ト
に
は
町

の
標
語
「
鐘
の
な
る
ま
ち
・
ち
っ
ぷ
べ
つ
」
と

書
か
れ
た
鉢
巻
と
、
米
ど
こ
ろ
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
「
稲
穂
」
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、観
光
ス
ポ
ッ
ト「
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
ち
っ

ぷ
べ
つ
」
の
P
R
を
兼
ね
、
町
の
花
「
バ
ラ
」

が
描
か
れ
た
服
と
ご
当
地
グ
ル
メ
「
ち
っ
ぷ

べ
つ
緑
の
ナ
ポ
リ
タ
ン
」
を
表
現
し
た
「
緑
色
」

の
ズ
ボ
ン
を
身
に
着
け
て
い
ま
す
。
町
民
へ
の

公
募
で
決
定
し
た
名
前
は
、
町
名
の
頭
文
字

「
チ
」
と
、
町
を
象
徴
す
る
「
鐘
」
＝
「
ベ
ル
」

を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。「
ち
っ
ぷ
べ
つ

夏
ま
つ
り
」
や
秋
の
「
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」、「
ち
っ

ぷ
ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
等
、
主
に

こ
ど
も
が
集
ま
る
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
没

し
て
い
ま
す
。

チ
ー
ベ
ル
く
ん

チ
ー
ベ
ル
く
ん

ミ
ム
リ
ン

ミ
ム
リ
ン

Vol.194

北
海
道
秩ち

っ
ぷ父

別べ
つ
ち
ょ
う町

長
野
県
天て
ん

龍り
ゅ
う

村む
ら

埼
玉
県
美み

里さ
と

町ま
ち

美
里
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

秩
父
別
町
P
R
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

天
龍
村
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

埼玉県美里町

長野県天龍村

北海道秩父別町
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地方自治体等の取組を支援するため、各種助成事業を行います！
ぜひ積極的にご活用ください。

販路開拓／インバウンド
経済活動助成事業

対象団体：都道府県／市区町村
対象事業：
　・地元産品等の海外での販路開拓
　・�海外からの観光客誘致促進のために実施する事業

等
助成額：（助成対象経費の 1/2 以内）
　・主として海外で行う事業：上限５００万円
　・主として国内で行う事業：上限３００万円
申込時期：�
2026 年 8 月～ 10 月末申込受付予定
☎０３－５２１３－１７２６

 keizai-josei@clair.or.jp

国際協力
自治体国際協力促進事業

対象団体：都道府県／市区町村／地域国際化協会／自
治体又は地域国際化協会と連携するNGO
対象事業：
　・�対象団体が実施する国際協力事業（事前調査事業

を含む）
助成額：
　・1事業につき上限３００万円
　※�複数の自治体・地域国際化協会等が共同で行う事

業については上限５００万円
申込時期：�
2026 年 8 月～ 10 月末申込受付予定
☎０３－５２１３－１７２３　
 kokukyou@clair.or.jp

当事業の詳細および実績事例は、当協会webサイトに掲載しています。
二次元コードもしくはURL からご覧ください。

多文化共生
多文化共生のまちづくり促進事業

対象団体：都道府県／市区町村／地域国際化協会／自
治体又は地域国際化協会と連携するNPO法人等
対象事業：
　１．医療・保健・福祉支援
　２．防災支援
　３．教育支援
　４．労働環境整備
　５．居住・生活支援
　６．外国人住民の自立と社会参画支援　等
助成額：
　・都道府県、指定都市：上限４００万円
　・市区町村、地域国際化協会：上限３００万円
　・複数団体の共同事業：上限４００万円
申込時期：2026 年 7 月～ 9月末申込受付予定
☎０３－５２１３－１７２５

 tabunka-machizukuri@clair.or.jp

国際交流
国際交流支援事業

対象団体：都道府県／市区町村／地域国際化協会
対象事業：
　１．姉妹提携又は友好提携に関する記念事業
　２．文化、芸術又は研究に関する交流事業
　３．青少年交流に関する事業
　４．国際会議に関する事業
　５．その他地域の特色を活かした交流事業
助成額：（助成対象経費の 1/2 以内）
　・主として海外で行う事業：上限５００万円
　・主として国内で行う事業：上限３００万円
申込時期：�
2026 年 8 月～ 10 月末申込受付予定
☎０３－５２１３－１７２３　
 kouryu-josei@clair.or.jp

https://economy.clair.
or.jp/activity/grant/

https://www.clair.or.jp/
j/cooperation/model/

https://www.clair.or.jp/j/
exchange/shien/page-5.html

https://www.clair.or.jp/j/
multiculture/kokusai/page_8.html

事前のご案内

自治体国際化協会（CLAIR）からのお知らせ
令和９年度助成事業のご案内
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〈
歴
史
と
文
化
の
町
糸
田
〉

糸
田
町
は
、
福
岡
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
す
る
自
治
体
で
、
面
積
は
８
・
04
㎢
と

県
下
２
番
目
に
小
さ
い
規
模
の
町
で
す

が
、
歴
史
と
文
化
香
る
町
で
あ
り
ま
す
。

西
側
に
は
、神
武
天
皇
が
東
征
の
途
中
、

悪
天
候
の
中
で
一
羽
の
烏
に
導
か
れ
て
峠

を
越
え
た
と
い
う
伝
説
が
残
る「
烏
尾
峠
」

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
地
域
は
、
太
宰
府
へ
通
じ

る
古
官
道
に
近
く
、
豊
前
国
と
筑
前
国
の

境
界
に
も
位
置
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
古

く
か
ら
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
て
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
豊
前
・
筑
前
両
国
に
ま

た
が
る
武
士
団
を
統
率
し
、
治
安
を
維
持

す
る
う
え
で
も
重
要
な
場
所
で
あ
っ
た
た

め
、
北
条
一
族
の
糸
田
貞
義
が
居
城
と
し

た
「
糸
田
城
」
が
築
か
れ
ま
し
た
。

加
え
て
、豊
前
と
筑
前
の
国
境
に
は
、現

在
も
史
跡
と
し
て
「
国
境
石
」
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
現
代
に
お
い
て
も
、
こ
の
地

は
田
川
の
玄
関
口
と
し
て
栄
え
て
い
ま
す
。

町
名
の
由
来
は
、
烏
尾
峠
に
隣
接
す
る

関
の
山
か
ら
湧
き
出
る
「
泌た

ぎ
り泉
」
が
、
１

０
０
町
歩
の
水
田
を
潤
す
ほ
ど
の
量
を
誇

り
、「
い
と
よ
き
田
」
が
転
じ
て
糸
田
町

に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
で

は
湧
水
量
が
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、

泌た
ぎ
り泉

の
名
を
冠
す
「
和
太
鼓
た
ぎ
り
」
が

広
く
知
ら
れ
、
全
国
大
会
で
史
上
初
の
３

連
覇
を
達
成
し
た
実
績
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
３
０
０
年
の
歴
史
あ
る
２
つ

の
伝
統
行
事
が
あ
り
ま
す
。そ
の
１
つ
は
、

「
糸
田
祇
園
山
笠
」
で
、
宝
永
５
年
（
１
７

０
８
年
）に
流
行
り
病
が
起
こ
っ
た
た
め
、

大
宮
八
幡
の
近
く
に
祇
園
社
を
勧
請
し
た

こ
と
が
始
ま
り
で
、５
月
の
第
２
土
曜
日
・

日
曜
日
に
実
施
さ
れ
、
担
ぎ
山
の
勇
壮
さ

が
注
目
を
集
め
る
町
全
体
が
盛
り
上
が
る

伝
統
行
事
で
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
も
実
施

し
て
い
ま
す
。も
う
１
つ
は「
田
植
祭
」で
、

毎
年
３
月
15
日
に
、
金
村
神
社
で
行
わ
れ

る
春
の
農
業
の
出
発
と
し
て
、
そ
の
年
の

豊
作
を
祈
る
伝
統
行
事
で
す
。
創
始
の
時

期
は
不
明
で
す
が
、
享
保
16
年
（
１
７
３

１
年
）
の
「
田
川
郡
神
社
寺
御
開
帳
」
に

現
在
と
ほ
ぼ
同
じ
く
石
菖
を
使
用
し
た
こ

と
が
記
録
に
残
っ
て
お
り
、「
道
の
駅
い

と
だ
」
で
あ
る
「
お
じ
ゅ
ご
ん
ち
市
場
」

の
語
源
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
令
和
の
始
ま
り
の
取
組
〉

歴
史
的
背
景
を
感
じ
さ
せ
る
糸
田
町
で
、

令
和
の
始
ま
り
と
と
も
に
町
長
を
拝
命
し

ま
し
た
。町
長
就
任
後
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
発
生
し
苦
慮
し
ま
し
た
。

全
国
一
斉
休
校
の
措
置
が
と
ら
れ
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
教
育
が
声
高
に
言
わ
れ
ま
し

た
が
、「
人
は
人
の
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て

人
に
な
る
」
と
の
思
い
も
あ
り
、
学
校
・

保
育
所
等
の
環
境
整
備
が
最
重
要
施
策
と

し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
臨
時
交
付
金
を

活
用
し
て
、
各
教
室
に
オ
ゾ
ン
に
よ
る
除

菌
作
用
の
あ
る
空
気
清
浄
機
を
設
置
し
、

さ
ら
に
除
菌
・
抗
菌
作
用
の
あ
る
光
触
媒

を
塗
布
し
て
感
染
対
策
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
町
立
緑
ケ
丘
病
院
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
機
を
い
ち
早
く
導
入
し
、
ク
ラ
ス
で
コ

ロ
ナ
が
発
生
し
た
時
、
生
徒
全
員
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
ク
ラ
ス

タ
ー
発
生
の
抑
制
を
図
り
ま
し
た
。「
教

育
は
国
家
百
年
の
計
」と
言
わ
れ
て
お
り
、

教
育
環
境
の
充
実
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り

ま
す
。

教
育
で
言
え
ば
、
田
川
は
田
川
で
１
つ

の
思
い
も
あ
り
、
田
川
市
郡
各
市
町
村
長

の
協
力
を
得
て
教
師
塾
（
鴻
志
塾
）
を
立

ち
上
げ
、
社
会
の
各
界
、
各
層
か
ら
講
師

を
招
き
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
だ
け
で

な
く
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て
の
教
師
の
資

質
向
上
を
め
ざ
す
研
修
会
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。

さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
公
立
病
院
の
存

在
意
義
に
つ
い
て
も
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。町

長
就
任
時
、
町
立
緑
ケ
丘
病
院
は
老

朽
化
し
て
お
り
、
79
床
で
の
病
院
建
て
替

え
の
方
向
で
議
論
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
専
門
的
知
見
や
田
川
圏
域
地
域
医

療
構
想
、
町
の
財
政
状
況
を
包
含
し
た
総

合
的
な
議
論
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
た
と

は
言
え
ず
、
閉
院
も
視
野
に
ゼ
ロ
ベ
ー
ス

か
ら
検
討
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
う

し
た
経
緯
の
中
、
コ
ロ
ナ
禍
に
な
り
、
県

で
の
濃
厚
接
触
者
の
検
査
が
滞
る
中
、小
・

中
学
校
や
保
育
所
等
で
、
コ
ロ
ナ
感
染
者

が
出
た
ク
ラ
ス
全
員
を
町
立
病
院
に
て
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
早
期
に
実
施
し
、
ク
ラ
ス

タ
ー
の
発
生
が
抑
制
で
き
、
町
立
病
院
を

有
す
る
利
点
を
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
厚
労
省
が
２
０
２
５
年
を
目
途

に
、「
高
齢
者
の
尊
厳
の
保
持
と
自
立
生

活
支
援
」
を
目
的
と
し
て
、
可
能
な
限
り

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し

を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
推
進

し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
高
齢
化
が
進
む

わ
が
町
に
お
い
て
、
町
立
病
院
の
重
要
性

を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
高
齢
者
が
い

つ
ま
で
も
元
気
に
暮
ら
せ
る
環
境
整
備
に

寄
与
し
、
こ
れ
か
ら
需
要
が
増
え
る
高
齢

者
救
急
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
受
け
入
れ

を
す
る
こ
と
で
、
早
急
に
医
療
、
リ
ハ
ビ

リ
の
提
供
が
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
感
染
症
の
拡
大
へ
の
備
え
と
し
て

も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
時
の
教
訓
を
生
か
し
、
速
や
か
な
診

療
体
制
の
確
保
と
拡
大
防
止
へ
の
対
策
を

機
敏
に
打
て
る
こ
と
は
町
立
病
院
を
持
っ

て
い
る
町
の
強
み
に
も
な
る
と
確
信
し
て

い
ま
す
。
令
和
４
年
度
か
ら
過
疎
地
域
に

指
定
さ
れ
た
こ
と
も
相
ま
っ
て
、「
糸
田

町
立
病
院
整
備
基
本
構
想
」
検
討
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
病
院
建
設
に
舵
を
切
り
、

現
在
実
施
設
計
の
段
階
で
あ
り
ま
す
。

町
政
運
営
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
町
立
病
院
を
有

す
る
こ
と
で
糸
田
町
に
住
む
町
民
に
と
っ

て
安
心
安
全
な
日
常
生
活
を
送
れ
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。
医
療
と
介
護
の
切
れ

目
な
い
提
供
体
制
の
確
保
と
将
来
を
見
据

え
た
病
床
機
能
分
担
に
よ
り
、
町
立
病
院

を
建
て
替
え
、
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
必

須
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
方
行
政
施
策
と
し
て
、
最
低
限
、
医

療
的
ア
ク
セ
ス
の
確
保
と
教
育
環
境
の
整

備
を
柱
に
し
て
、
町
政
運
営
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

歴
史
あ
る
糸
田
町
の
今
昔

森も
り

下し
た

　
博ひ

ろ

輝き

福
岡
県
糸い

と

田だ

町
長
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